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［学校評議員の皆様]

２月２２日（水）に、第２回学校評議員会を行いました。平成２３年度の糸東小の
教育の成果と課題について、ご意見をいただきました。学校評議員の方々は、上記写
真左より、ＰＴＡ会長髙瀬昌洋様、糸魚川幼稚園副園長（まがたまクラブ指導者）吉
原久美子様、学区協議会長（京ヶ峰区長）倉本利夫様、民生児童委員横澤陽子様、元
ＰＴＡ会長山口明様の５名です。
始めに、各委員の方からご挨拶をいただきました。その中で、倉本様からは、児童
の登下校の安全確保の観点から、冬場の道路や歩道の除雪についてや原信前の大通り
線の信号機設置に関する報告をいただきました。髙瀬ＰＴＡ会長様からは、本年度の
ＰＴＡ活動についての報告がありました。横澤様からは、いきいきサロンにおける月
１回のあじさい・すずらん学級の児童との交流のご報告と、あいさつモニターをして
の感想をいただきました。吉原様は、平成２３年１１月にリージョンプラザ上越で行
われた教育フォーラムで語ったまがたまクラブの話を例に、『教育は共育・協育であ
りそれが響育に』という糸東小の伝統について語られました。山口様は、中学生から
「こんにちは」と声をかけられたことから、あいさつ運動の中学校につながる一貫教
育としての大切さを語られました。また、糸魚川市消防長の立場から、防災教育の重
要性を話されました。その中で、防災教育
チャレンジプランで特別賞を受賞した根知
小学校の紹介がありました。市内の学校に
広げていきたいとのことでした。
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